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★対象：社員（非組合員含む）・メイト社員・エルダースタッフ 

★この議案書は社外秘です。取り扱いには十分気を付けてください 
  
 

 

三越伊勢丹グループ労働組合 仙台三越支部 

2024 年 10 月限定メンバーズ VOICE 議案書（案） 
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三越伊勢丹グループ労働組合 基本理念 
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仙台三越支部 労働福祉ビジョン（労働条件ロードマップ） 

 

2028 年のあるべき姿：多様な働き方ができ、それを理解し合える仲間と共に自己実現に向かってチャレンジできる仙台三越 
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■仙台三越労働福祉ビジョンについて 

 昨今、私たちの商売の取り巻く環境は大きく変化しています。そのような中、労働組合は『企業の存続と雇用の確保』を 

大前提としながら、仙台三越で働く全員が同じ未来を描き成長・発展していくべく、『やりがい・安心感』を同時に描くこと 

ができるよう中長期的に企業風土や人に関わる諸制度の見直しを推進しています 

 三越伊勢丹グループ労働組合では、労働条件における中長的な視点を持ったビジョンを策定し、総合的な労働福祉 

(労働条件)の取り組みを、4 つの切り口である『①人事賃金制度②働き方③セーフティーネット④福利厚生』をそれ 

ぞれ推進することで、基本理念である『わたしたちの幸せを創造しつづけること』を目指しています 

 仙台三越支部においても、2023 年に策定した『2028 年のあるべき姿』と『労働条件ロードマップ』を推進し、計画的 

に労働条件を向上していく協議を進めることで、私たち一人ひとりが『やりがい・安心感』を今と未来で描き、実感できる 

状態を実現します 

 

 

 

 
 
 
 
 

三越伊勢丹グループ労働組合基本理念 
【目的】 

わたしたちの幸せを創造し続けること 

労働福祉ビジョン 
（５年間の中期計画） 

運動方針 
（２年間） 

労使通年協議 
（１年間） 
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第 11 期 IMGU 仙台三越支部 執行委員 
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Ⅰ．仙台三越を取り巻く環境 

 【報告事項】 
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1．仙台三越を取り巻く環境 〔報告事項〕 
 

 
■仙台三越の業績動向 

1) 2024 年度上期（4-9 月）業績結果（※一部速報値）                                   （単位：百万円／％ ※営業利益は予算差を記載） 

 
4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 ※9 月 ※累計 

実績 予算比 実績 予算比 実績 予算比 実績 予算比 実績 予算比 実績 予算比 実績 予算比 前年比 

総額売上高 1,885 89.1 1,969 94.1 2,356 98.3 2,339 89.6 1,784 93.8 1,824 93.1 12,157 93.0 94.3 

営業総利益 455 88.2 471 92.8 597 99.1 597 88.5 432 91.4 461 86.9 3,013 91.2 93.3 

販売管理費 522 92.5 502 92.0 544 97.8 598 97.2 547 96.7 541 94.5 3,255 95.1 94.8 

営業利益 ▲66 ▲18 ▲32 7 54 7 ▲1 ▲60 ▲115 ▲21 ▲81 ▲38 ▲242 ▲124 ▲37 

2) 2024 年度上期部門別別業績結果                                  3）2024 年度予算 

単位：百万円・％ 
2024 年度上期計 

実績 予算比 前年比 

食品 4,206 90.9% 92.9％ 

雑貨 4,129 96.4% 98.6％ 

婦人・ベビー子供 1,559 94.2% 96.2％ 

紳士・スポーツ・学生服 1,086 86.5% 87.1％ 

ライフデザイン・呉服 633 90.4% 92.3％ 

サテライト 473 94.5% 92.4% 

4) 売上高および営業利益の推移 
単位：百万円 2020 年度 2021 年度 2022 年度 2023 年度 2024 年度（予算） 

売上高 24,326 25,542 27,038 27,627 27,800 

営業利益 ▲869 ▲646 ▲217 14 161 
         

⚫ 2024 年度がスタートし、国内グループ百貨店の総額売上高は、“高感度上質戦略”“個客とつながる CRM 戦略”の推進により日本人・インバウンドともに好

調に推移し、販売管理費についても着実な経費コントロールを実践し効率化を推進している状況 

⚫ 仙台三越については、2023 年度の赤字脱却を経てさらに安定的な収益確保・営業利益のさらなる拡大に向けて、重点戦略をベースとしたアクションプランの

実行と生産性高く効率的な働き方を全員で推進。上期は、人件費・宣伝費・物流費をはじめとする経費コントロールは好調であるものの、売上苦戦が顕著で

あり差益が低調に推移していることから、下期は売上最大化のために月次計画を全員で実行することや、拠点ネットワーク・ふるさと納税をはじめとする手数料

収入拡大の取り組みの推進が必要不可欠である 

 期初予算 

売上高 27,800 

営業利益 161 
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Ⅱ. 2024 年 12 月支給賞与要求（案） 

【審議決定事項・報告事項】 
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1. 2024 年 12 月支給賞与要求（案） 〔審議決定事項〕 
  

1. 2024 年 12 月支給賞与の考え方 

 2024 年度賞与（24 年 12 月・25 年 6 月）は、『黒字化を達成した 23 年度』と『恒常的な黒字化を実現するための基盤固めを推進する本年度』である

ことから、都度交渉にて賞与要求をおこなっていきます 

 これまでと同様に『賞与は生活給』という観点と、モチベーションの維持向上から『評価の反映が重要であること』を大前提に、2024 年 12 月支給賞与について

は、以下のポイントを踏まえて組み立てをおこないます 

① 直近の業績動向 

➢ 2023 年度は、売上高は予算比 100.5%、営業利益は 14 百万の黒字であり、目標としていた 4 期連続赤字からの脱却を達成 

➢ 2024 年度上期は、人件費・宣伝費・什器費をはじめとする経費のコントロールは奏功するも、売上の大幅低下による売買差益額の減収に伴い、 

売上高・営業利益ともに予算・前年に対して未達の見込みである 

② これまでの 12 月賞与支給水準との比較 

➢ メンバーのモチベーションの向上という観点からも、23 年 12 月と同水準を起点に要求を組み立てる 

 

参考）過去の業績と賞与支給水準 

（単位：百万） 2020 年度 2021 年度 2022 年度 2023 年度 2024 年度 

売上高 24,326 25,542 27,038 27,628 予算：27,800 

営業利益 ▲869 ▲649 ▲218 14 予算：161 

（単位：ヶ月） 12 月 6 月 12 月 6 月 12 月 6 月 12 月 6 月 12 月 6 月 

支給実績 

※中位評価の場

合 

ステージ B 1.00 1.00 1.25 0.75 1.00 1.00 1.00 1.10   

ステージ C 1.10 1.00 1.25 0.85 1.05 1.05 1.05 1.125  

メイト社員 1.30 1.00 1.25 1.05 1.15 1.15 1.15 1.20  

エルダースタッフ F・S 0.90 0.90 0.90 0.90 0.90 0.90 0.90 0.90  

エルダースタッフ P 0.60 0.60 0.60 0.60 0.60 0.60 0.60 0.60  

 

 

 

 

 

 

今
回
の
要
求 

25年 5月

頃支給 
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2. 雇用形態別の要求（案） 

 2024 年 12 月賞与について、以下のとおり要求します 

【社員ステージ B】 

支給表 
（単位：か月） 

評価 一律 
支給ヵ月 1.00 

 

賞与評価 年間評価であることを踏まえ、賞与評価は要求しない 

【社員ステージ C】 

支給表 
（単位：か月） 

評価 S A B C D 
支給ヵ月 1.25 1.15 1.05 0.95 0.85 

 

賞与評価 評価分布について、平均 B 評価以上とすることを要求する 

【メイト社員】 

支給表 
（単位：か月） 

評価 S A B C D 
支給ヵ月 1.45 1.25 1.15 1.05 0.85 

 

賞与評価 
評価をポイント換算し、ポイント表に基づき全体平均を 4.1 ポイント以上とすることを要求する 

評価 S A B C D 
ポイント 6 5 4 3 2 

 

【エルダースタッフ（F・S）】 

支給表 
（単位：か月） 

評価 S A B C D 
支給ヵ月 1.30 1.10 0.90 0.70 0.50 

 

賞与評価 
評価をポイント換算し、ポイント表に基づき全体平均を 4.1 ポイント以上とすることを要求する 

評価 S A B C D 
ポイント 6 5 4 3 2 

 

【エルダースタッフ（P） 

支給表 
（単位：か月） 

評価 S A B C D 
支給ヵ月 1.00 0.80 0.60 0.40 0.20 

 

賞与評価 
評価をポイント換算し、ポイント表に基づき全体平均を 4.1 ポイント以上とすることを要求する 

評価 S A B C D 
ポイント 6 5 4 3 2 

 

 社員ステージ A は社員ステージ B と同等の水準とする 
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3. 2024 年 12 月賞与の支給細則 

①支給対象 

 2024 年 4 月１日から 2024 年 9 月 30 日まで勤務し、引き続き支給当日在籍している者 

 期間中欠勤・休職日数等あるものは、それぞれ定めた支給方法で支給する。その際、欠勤日数・休職日数等(育児休職・介護休職等※)は期間中の休日・連続休暇等を除く実質

日数とし、それにより出勤日数を算出する ※その他の無給の休暇・休職等も含む 

 賞与日割については上記期間の所定労働日数を基礎に算出する 

②基準日 

 本給、職務および資格は、2024 年 9 月 30 日現在とする。 

 2024 年 4 月１日から 2024 年 12 月１日までに社員およびメイト社員からエルダースタッフに転換した者は、エルダースタッフとしての賞与を支給する。なお、エルダースタッフにおける

契約内基本給について、エルダースタッフ(F・S)は 2024 年 12 月 1 日現在、エルダースタッフ(P)は 2024 年 12 月 5 日現在とする 

③支給方法 

社員ステージ B 

社員ステージ C 

メイト社員 

ａ）期間中欠勤のない者 本給 × 支給ヵ月 

ｂ）期間中欠勤、休職のある者 本給 × 支給ヵ月 × 
出勤日数

所定労働日数
 

  

エルダースタッフ 

（Ｆ・Ｓ） 

ａ）期間中欠勤のない者 本給 × 評価別支給ヵ月 

ｂ）期間中欠勤、休職のある者 本給 × 評価別支給ヵ月 × 
出勤日数

所定労働日数
  

  

エルダースタッフ 

（Ｐ） 

ａ）期間中欠勤のない者 みなし基本給※ × 評価別支給ヵ月 

ｂ）期間中欠勤、休職のある者 
月初から月末までの 1 ヵ月間に 1 日も出勤がない場合は、賞与支

給額の 6 分の 1 を控除する 

※みなし基本給＝時間給×週契約時間×52 週/12 ヶ月 100 円未満四捨五入とする 

④支給日 

 2024 年 12 月 5 日（木） 

※細部については労使協議の上決定する 
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２. 今後の賞与の方向性について 〔報告事項〕 

1. 2024 年度の業績を見据えた、今後の賞与の方向性 

 前段で述べた通り、現在足元の業績は厳しい状況であり、2024 年度の予算『売上高 278 億円、営業利益 1 億 6,100 万円』を達成するには、トップライン

の回復と、さらに生産性高い効率的な働き方の推進が必要となります 

 労働組合としては、皆さんの声を元に人に関わる諸制度の見直しや働く環境の整備をおこなうことで、今後も安定した収益を確保できる企業体制の構築を実現

させ、賞与という処遇改善につなげます 

 今年度は、足元の業績は厳しいものの、2023 年度に続き黒字化を達成した暁には、『年間賞与 2.5 ヵ月』を支給していく方向性を現段階から労使で確認を

しています。さらに、営業利益が予算を上回る結果となった場合には、『年間賞与 2.5 ヵ月＋α』の水準を支給していくことも、併せて会社と確認をしています

（25 年 6 月賞与については、24 年度の業績収支状況を踏まえて 25 年 4 月頃より都度交渉のうえ協議をおこない、25 年 5 月頃要求をする予定です） 

 そして、2025 年度以降の賞与については、賞与制度に則った要求へ戻し、賞与水準を回復させ処遇面で安心でき且つ私たち一人ひとりがモチベーション高く、

働きがい・やりがいにつながるよう、労使協議を推進します 

 環境与件に左右されずに収益をあげられる構造づくりに全員で取り組み、恒常的に黒字化を達成し続け、賞与という私たちの労働条件の向上の実現に向けて

一丸となって取り組みましょう 

 

参考）2024 年度賞与の方向性（2024 年度業績が黒字の場合） 
雇用形態／単位：か月 

※中位評価の場合を記載 

2024 年度賞与（想定） 参考：2023 年度賞与 

2024 年 12 月（案） 2025 年 6 月（想定） 2024 年度計（想定） 2023 年 12 月 2024 年 6 月 2023 年度計 

ステージ B 1.00 1.50＋α 2.50＋α 1.00 1.10 2.10 

ステージ C 1.05 1.45＋α 2.50＋α 1.05 1.125 2.175 

メイト社員 1.15 1.35＋α 2.50＋α 1.15 1.20 2.35 

エルダースタッフ(F・S) 0.90 0.90＋α 1.80＋α 0.90 0.90 1.80 

エルダースタッフ(P) 0.60 0.60＋α 1.20＋α 0.60 0.60 1.20 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

2025 年 5 月頃要求 
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Ⅲ．その他 
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スケジュール 〔報告事項〕 
 

 今後は会社への要求に向け、以下のスケジュールにて進めて参ります 

日程 項目 内容 

10/11 金 支部執行委員会 

限定メンバーズ VOICE 議案書（案）について、審議決定します 10/15 火-16 水 本部執行委員会 

10/22 火 支部評議員会 

10/28 月、29 火、11/1 金 限定メンバーズ VOICE 限定メンバーズ VOICE 議案書（案）について、共有・意見交換を行います 

11/4 月 支部大会 2024 年 12 月支給賞与要求内容を審議決定します 

11/11 月 労使協議会 2024 年 12 月支給賞与の要求を行います 

随時 ご意見・ご質問受付 ご意見・ご質問をメールや Forms から受付けております 

 

お問い合わせ 〔報告事項〕 

 議案書の内容や日頃の組合活動について、ご意見・ご質問がございましたら Forms から送信していただくか、下記連絡先までご連絡ください 

 資料につきましては「社外秘」となりますので、取扱いには十分ご注意願います 

①労働組合 工藤 

 

 

内線：875-2673 

外線：022-261-3185 

メール：kudo_tsubasa@imgu.or.jp 

②三越伊勢丹グループ労働組合 HP 

 

 

 

 
 
 
 
 

～リンクはこちら～ 
☆ログイン方法 

ID：54 から始まる１０桁の社員コード 

PASS：生年月日 8 桁（例：19910831） 

③組合員いつでも・どこでも ご意見ご質問

forms 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

～リンクはこちら～ 

 

④IMGU 公式 LINE 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

http://www.imgu.or.jp/member/
https://forms.office.com/Pages/ResponsePage.aspx?id=1A5QTWvWEECCM_UsRyY4KwAF5j97vPxCoEMNt_ssMHlURDJYNEI2OE5TRFlCSTJMSFBCS1YwUFVLNC4u
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